
 

 

 

 

 

 
国土交通省は 2014年 7月 1日から、トンネルや 2m

以上の道路橋などを5年に1回の頻度で点検すること

を義務化しました。 

今回は、国土交通省令が施工されて 1年が経つこと

から改めて橋梁定期点検要領を基に橋梁定期点検に

ついて紹介したいと思います。 

 

 

定期点検は，予め一定の期間を定めて定期的に行わ

れるものであり、近接目視による点検が義務化され

ました。供用開始後 2年

以内に初回を行い，2回

目以降は，5年に 1回の

頻度で行うことを基本

としています。また，必

要に応じて触診や打音

等の非破壊検査などを

併用して行います。 

 

出典：国土交通省ホームページ 

 

 

定期点検において損傷状況の把握するために構造

上の部材区分又は部位毎、損傷種類毎に次の 9 タイ

プに分類し、損傷程度を評価することができます。 

出典：国土交通省ホームページ 
 
 

   それぞれの損傷の判定区分に該当する事例の一部
を以下に示します。 
Ｂ:交通量の少ない一般環境での一方向のみのｂ
相当（ひび割れ幅 0.2mm未満）の床版ひび割れ。 
Ｃ１: コンクリート部材に生じた数の少ないひ
び割れや腐食に繋がる危険性のある箇所での防食
機能の劣化，関連する損傷の原因排除の観点から伸
縮装置からの漏水や床版水抜きパイプの詰まり等。 

Ｃ２: コンクリート部材に生じたひび割れのうち
限定的な鉄筋破断を伴う損傷。 
Ｅ１: 亀裂が鈑桁形式の主桁ウェブや鋼製橋脚の
横梁のウェブに達しており亀裂の急激な進展の危険
性がある場合，桁の異常な移動により落橋のおそれ
がある場合。 
Ｅ２: 遊間が異常に広がっており二輪車の転倒が
懸念される場合や，コンクリート塊が落下し，路下
の通行人，通行車両に被害を与えるおそれが高い場
合。 
Ｍ: 支承や排水施設に土砂詰まりがある場合。 
Ｓ１: コンクリート表面に亀甲状のひび割れが生
じていてアルカリ骨材反応の疑いがある場合。 
Ｓ２: 乾燥収縮によるコンクリート表面のひび割
れの進展を見極める必要がある場合。 
 
 
「道路橋定期点検要領  国土交通省道路局」（平成

26年 6月）に規定される「部材単位の健全性の診断」
および橋単位の健全性の診断を行い、これらの結果
の記録を行います。 

出典：国土交通省ホームページ 
「健全性の診断」と「対策区分の判定」は，一般
には次のような対応となります。 
「Ⅰ」：Ａ，Ｂ  

  「Ⅱ」：Ｃ１，Ｍ  
  「Ⅲ」：Ｃ２  
  「Ⅳ」：Ｅ１，Ｅ２ 
点検時に，浮き・剥離等があった場合は，第三者
被害予防の観点から応急的に措置を実施した上で上
記Ⅰ～Ⅳの判定を行います。 
 
 
近接目視点検の義務化により自治体では今後、更
なる技術者や財源の不足が懸念されています。 
橋梁定期点検は必要な知識・技能を有するものが
行うことになっており、橋梁の点検業務に必要な資
格の一つに道路橋点検士があります。 
民間技術者は研修会の修了試験に合格し、平成 16
年度以降に道路管理者が法令等に基づき実施した道
路橋の定期点検または診断に関する業務実績 1年以
上で資格を取得できます。ただし、研修会の受講に
も資格（橋梁に関する実務経験：最終学歴毎に異な
る）が必要です。全国で 3,402名、岩手県では 30名
が資格登録しています。（H27.7.1現在) 
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